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１．開会

２．議題
（１）子ども・子育てニーズ調査の報告
（２）生活実態調査の報告

３．その他

４．閉会



こども未来戦略方針
こども家庭庁







新たな取り組み

①．伴走型相談支援の充実
 全ての妊婦・子育て家庭が安心し

て出産・子育てができる環境を整備
し、妊娠期から子育て期にわたる切
れ目のない支援を行うため、母子手
帳アプリの導入や低所得妊婦への初
回産科受診料の助成、多胎妊婦への
健康診査回数の追加、新生児聴覚検
査料の助成等に取り組みます。

 保健相談センターより

②．産後ケアの拡充
 母親の身体的回復と心理的な安定
を促し、母子とその家族の健やかな
育児を支援するため、従来より実施
している産科医療機関での宿泊型に
加えて、産科医療機関でのデイサー
ビス型と委託助産師によるアウト
リーチ型を拡充します。

 保健相談センターより



新たな取り組み

③．児童手当の拡充
 令和6年12月に支給される分から
所得制限を撤廃するとともに、今は
中学生までとなっている支給対象を
18歳まで広げます。さらに、3人以上
の子どもを扶養する世帯への「多子
加算」については、第3子以降を月額
3万円に増やすとともに第1子が22
歳に達する年の年度末まで増額措置
を継続することとします。

③．児童扶養手当の要件緩和
 令和7年1月に支給される分から要
件を緩和し、満額を受け取れる年収
の上限を160万円未満から190万
円未満に、所得に応じて減額しての
支給が受けられる年収の上限を
365万円未満から385万円未満に、
それぞれ引き上げます。



新たな取り組み

③．第２子以降の利用料無償化
本年９月より、３歳未満の第２子以降無償化を実施します。

この事業は山口県と共同で実施します。

所得制限は設けない予定となっております。



新たな取り組み

⑤．こども誰でも通園制度
 全国で１０８自治体が「こども誰で
も通園制度」の本格実施を見据えた
試行的事業を行います。山口県でも
１自治体が試行的運用を行う予定で
す。この制度は、０歳から３歳未満の
子どもを対象に月１０時間保育認定
されていなくてもこども園に預ける
ことができる制度です。遅くとも、令
和８年度から日本全国の市区町村で
事業を開始する予定となっています。

保育士の配置基準見直し
 ７６年振りに保育士の配置基準が
変わります。３歳児は１５人に１人の
保育士の配置、４歳以上の配置基準
が３０人に１人の保育士から２５人に
変更になります。しかしながら、保育
の提供に支障がある場合は、従前の
配置基準でも良いとされております。



その他の取り組み

和木こども園のＩＣＴ化
 令和５年度中に和木こども園に保

育システムを導入しました。令和６年
度から運用を順次開始し、連絡手段
を電話に限らず利用できるようにな
ります。また、今まで紙媒体で配布し
ていたお便りも今後、電子的にアプ
リを通して配布ができるようになり、
保護者の利便性が向上する予定です。



以上を持ちまして全ての議事は終了しました。

本日はありがとうございました。気を付けてお帰りください。


